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団体所在地 広島市西区新庄町 41-27 

団体の名称 社会福祉法人りあん 

職 ・ 氏 名 理事長 大堀 寛人 

（施設名 新庄こども園 ぷれいすくーる・ちゅーりっぷ） 

 

 

１ 活動報告 

 

【４月～６月】(春季)               【７月～９月】(夏季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０月～１２月】(秋季)            【１月～３月】(冬季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（活動内容） 

・春の花（桜、シロツメクサ、ツツジなど）を

拾って押し花作り 

・タケノコ堀り 

・山のぼり（武田山・鈴が峰など） 

・野外活動センターにて芋の苗付け、ホタル狩

りお泊まり保育 

・アジサイの花やカタツムリを見つけに散歩 

 

（活動内容） 

・川遊び 

・自然の家弥栄にて川遊びお泊まり保育（年少・

年中） 

・阿多田島にて海のキャンプお泊まり保育（年

長） 

・海あそび（ベイサイドビーチ坂、かるが浜） 

（活動内容） 

・芋ほり体験、山登り お泊まり保育 

・山登り 

・落ち葉を集めて製作 

・そり遊び 

・自然物を使ったクリスマス製作（松ぼっくり

ツリー、カヅラを山に取りに行き、リース作り） 

（活動内容） 

・そり遊びお泊まり保育 

・雪遊び 

・山登り 

・つくし採り 

 



活動報告（詳細） 

 

１シーズンにつき最も印象的だった活動のエピソード１つご記入してください。 

エピソードは、活動プロセス、保育者の関わり、子どもの育ちの見取りを端的にお願いします。 

写真は基本 1枚です。 

 

【４月～６月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【７月～９月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 

（エピソード記述） 

★釣り堀にてヤマメ釣り、魚の解体 

・6 月に行われるお泊まり保育では実際に魚釣り解

体をし、命を頂く体験をしました。エサをしかけ魚

がかかると、大興奮の子どもたちは生きている魚に

触れることがないため「ヌルヌルして逃げてしま

う」と捕まえるのに苦戦をしていました。そして包

丁を使い、解体をしていると「さっきまで元気に泳

いでいたのにね…」「かわいそう」との声も聞かれま

した。こうして命を頂くということがどれだけ大切

なことかを身をもって体験することで「ありがたく

いただきます」の意味を再確認することができまし

た。炭火でじっくりと焼きあげたヤマメを「おいし

いね」と言いながら頂く姿は子どもたちながらに命

の大切さを感じているように思えました。 

 

（エピソード記述） 

★川遊び体験 

・川へ到着すると必ず行う事は保育者による安全確

認です。深さは勿論、蛇などの危険生物の確認もし

ます。子どもたちは生き生きとした表情で水辺の草

を足で踏み「ザリガニおるかね？もしかしたらカニ

がおるかもしれんよ」と生き物探しに夢中です。こ

こで生まれるのが子どもたち同士の団結力です。

「バケツ持っていこうか？」「こっちの方がたくさ

んおるよ」など、いかに皆で沢山の生き物が捕まえ

られるかを考えて行動します。遊具がなくても子ど

もたち自身が遊びを考え展開させていく力を育む

のが自然保育だとつくづく実感しています。 

（写真） 

 



（写真） 

 

 

【１０月～１２月】 

 

 

 

【１月～３月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 

（エピソード記述） 

★カヅラでクリスマスリース作り体験 

・年長さんのクリスマス製作では、どんぐり、まつぼっくり、

ヤシャブシ、木の実を山登りや散歩で集め、ツリーやリース

を手作りします。カヅラ取りでは、保育者がノコギリを使っ

て、木の幹に巻き付いているカヅラを切り、その後、子ども

たちが力を合わせて引っ張ります。「木って力持ちだね」「負

けないぞ」と言いながら綱引きをして長いカヅラが取れた時

には大喜びの様子でした。やわらかい部分を保育者と一緒に

輪にしてクルクルと何度も巻いていきました。その後、グル

ーガンで木の実を飾りつけしてオリジナリティー溢れる作

品を作り上げました。 

ちゅーりっぷの活動では、素材集めから始める保育も多くあ

り、探す、見つける、取る、作るといった工程を体験するこ

とで作品に対する思いも強く、物に対しいつまでも大切に扱

う心を育てています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（エピソード記述） 

★雪遊び 

・雪の降る季節になるとちゅーりっぷではいつでも雪山に

出かけられるよう、園にスノーウェア、ブーツ、手袋を置い

ています。そり遊びでは先ず保育者が雪ならしをして、滑り

やすく環境を整えます。 

そして事故防止のためカラーコーンで上り専用のスペース

を確保しスタート。ゴール地点でも保育者が待機して衝突を

防止します。 

子どもたちは「どんな姿勢をしたら早く滑れるかな」と試行

錯誤しながら思い思いの滑り方で楽しんでいました。また雪

の造形遊びでは、あらかじめ作ってあったかまくらをデコレ

ーションして顔を付けてみたり 

小さなツララを見つけてお誕生日の友だちにケーキを作っ

たりして遊びました。 

今年は季節限定の銀世界（もみのき森林公園・緑花センター・

どんぐり村）を思う存分楽しむことができました。 

 

 

 

 

 



 

２ その他（自然体験活動の実施における今年度のプロセス）※記入必須 

 

 【職員の資質向上について】 

・職員全員によるプール事故訓練を実施（６月） 

・自然体験活動アドバイザーによる園内研修 

・職員全員に自然保育活動の園内研修 

 

 

 【地域との関わりについて】 

・子育て支援活動（毎月 1回実施） 

・ゴミ拾い活動 

 

 

 【保護者との関わりについて】 

・親子で芋ほり体験 

 

 

・ その他 

 

 

 

＊より詳しく活動をアピールしたい施設は、ホームページや SNSの URLをご記入ください。 

 

U R L 

 

インスタ

https://www.instagram.com/playschool.tulip?igsh=aWg3ZzI2cWFoemw2&utm_source=qr 

ホームページ 

ぷれいすくーる・ちゅーりっぷ  

 

https://www.instagram.com/playschool.tulip?igsh=aWg3ZzI2cWFoemw2&utm_source=qr
https://tulip-p.com/

